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年度 小 麦 ライ麦 大 麦 オート麦 豆 類
△口 計
a． ＝ ％ a． ＝ ％ a、 ＝ ％ a． ＝ ％ a． ＝　％＝16．2 a．
1286 16％≡ 11．8 8％
＝
6，2
＝ 104 ＝＝ ＝ ＝ ＝ 75．8 8％ 137％
1287 15 ＝ 1O．4 1 ＝ 0．7 ＝ 120％： 83．8 7％ 1＝ 5，1＝ 1 143％1288 13 ＝ 9．9 4％ 1＝ ＝ 3．4 ＝ 114％； 86．7 ＝ 132
1289 9 ＝ 7．0 3 ＝ 2．4 1 112 ＝ 87．5 4 ＝j 3．1 12葛1290 12 ＝ ＝ 3．2 ： 101 ：＝ 9．5 4 ＝ ＝ ： 80．5 8％ ： 6．8 125％
1291 12％1 8．5 6 14．2 i 117 i81．5 8％ ＝： ＝ 5．8＝ 143％1292 10％
＝
7．7 4％ ＝ 3．3 ＝ 112 ＝ 82．7 8％ ＝ 6．3 135％1293 9 ＝ 6．6 6 ＝ 4．4 ： 115 ＝： ＝ 84．9 5％ ＝ 4．1＝ 135％1294 9 ＝ 6．6 1 10．7 ＝ 127％＝ 92．7 ＝＝ ＝ 137％1295 2 1．5 2％ ＝ 1．7 ＝ 130 ＝ 96．8 ； 134％
1296 6垢 ＝ 4．4 7％ 4．9 132％88，7 3 ＝＝ ＝ 1 2，O＝ 148％1297 3％ ＝
＝
2，5 2％ ＝ 1．7 ＝ 121 ： 95，8 ＝ 126％
1298 4 2，7 6 ＝ 4．1 ＝ 137 ＝ 93．2 ＝ 147
1299 7％ 5，O 5％ 3．9 ＝： ： 135 91，1＝ i i 148％1300 7 ＝ 4，8 81％ ＝ 5．8 ＝＝ ＝ 131 ＝ 89，4 ＝ 146％1301 8％ ＝ 5．4 6％ ＝ 4．工 ＝ 138％＝ 90．5 ＝＝ ＝ ＝ 152％1302 10 ＝ 7．5 31垢 ＝ 2．6 ＝＝ ＝ 119％＝ 89，9 ＝ 1331303 7％ ＝ 5．0 1 ＝ O．7 ＝ 140切＝ 93．0 2 ＝： ＝ ＝ 1．3 150％1304 16％＝ 11．3 ＝ ＝＝ ＝ 129詔＝ 88．0 1 ＝ O．7 147％1305 21％＝ 15．5 3 ＝ 2．2 3％ ＝ 2．6 106 ＝ 77．5 3 ＝＝ ＝ ＝ 2．2 136％1306 29 ＝ 20．1 8％ ＝ 5，7 10％＝＝ ＝ 7．3 88弘＝ 61．3 8 ＝ 5．6 1441兆1307 40％＝ 25．4 4％ ＝ 2，8 15 ＝ 9，3 90 ＝ 56．O 1O％ ＝＝ ＝ 6．5 160％1308 36％＝ 20．3 ＝ 11％1＝ ： 6．3 119％＝ 66．4 12％ ＝ 7，O 179％1309 42％＝ 24．O ＝ 11 ＝ 6．2 110％＝ 62．O 14 ＝＝ ＝ 7，8 178％1310 39％＝ 21，1 4％ ＝ 2．4 ＝ 124 ＝＝ ＝ ＝ 65．9 20 ＝ 10．6188％1311 51 ＝ 26，7 5 ＝ 2．6 8 ＝ 4．2 108％＝ 56，9 18％ ＝ 9．6 190％
1314 52 ＝ 27．2 7 3．7 1． 108 ＝＝ ＝ ＝ ＝ 56．5 24 ＝ 12．61911316 3 ＝ 1．9 ＝ ＝ 1471冶＝ 93．7 7 ＝ 4．4 1571焔





































































































































小 麦 ライ麦 大 麦 オート麦 豆 類
年度 売却 ＝ 納 付 由冗 却 ＝ 納 付 売却 付 由冗 却j　　　　－bu．1 納 付 由冗 却 ＝ 納 付
qr．bu． q「一bu． q「・bu． q「・bu． qr．bu． bu． q「、 q「一bu． q「一bu． qr。bu．
12867 3≡ 3 4＝ 61 1≡ ＝＝ ＝ ＝ 1 ＝
128712 O1 18 0＝ ＝ 132 3払1 15 5＝
128834 6 2 1284＝ 11 6
128923 0＝ 14 3＝ ＝ 8＝43 ＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝
1290 ＝ 4 1＝ ＝ 19 0＝ 6 0 4 7＝
1291ユ0 5 7 0＝ 1 41 2＝ 61 8 10 0＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝12921 4＝ 5 0＝ ＝ 17 　　　一12均 95 4 2 O＝
12937 O1 1 5＝ ＝ 5 0＝　　＝1l 60 O 10 2＝＝ ＝ ＝ 112943 1＝ 4 0＝ ＝ 98 1o 0 10 0＝
129514 3＝ 1 4＝ ＝＝ ＝ 51 5 87 11 ＝
1296 ＝ ＝ ＝ 99 5＝ 10 0 ＝＝ ＝ 1 ＝ ＝12979 0＝ 32 5＝ 1 1865＝ 2 0＝
12983 4＝ 5 4＝ ＝ 55 12＝ 40 0 ＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝12998 4＝ 一10 0＝ ＝ 95 1O＝ ＝
13008 4＝ ＝ ＝ 141O＝ ＝＝ ■ 1 ＝
13017 5＝ 18 　　■3％1 88 　　■7妬1　　■ ＝
13025 21 8 7＝ ＝ 1272＝ ：＝ ＝ ＝ ■ ＝130316 銚＝　　■ 5 3 ＝ 55 4％＝　　■ ＝
13047 0＝ 2 5＝ 1006＝ 3 5
130518 5＝ ＝ 2　2＝ 56 1＝ ＝＝ 　　141 ＝ ＝ 7＝130626 　　■6％l　　l 7 　　一2％1 56 8＝1 1 　　■1％1130753 4％1 13 7＝ ＝＝ ： 31
　　　l15％1　　　一 4 　　一1％1
130866 　　一5％1 11 5＝ 10　61 ？ ＝ 8 1＝＝ 一130953 　　一6ソ・1 ＝ ＝
＝ 1 1093＝ 9
　　一1％l　　l
131045 6％1 ＝ 1　0＝ 80 O 115 7％1 7 5＝131153 　　一3％1　　一 9 6＝ ＝ 22 4 87 15＝　　　＝O　l 18 1＝一 ＝ ＝131445 　　一4％1 5 7％＝　　■ ＝ 23 1 44 15 　　一1％1
131638 5120 5 6＝ ＝ 74 131＝ ＝ ＝ I 8 2％＝　　一13171 2＝ ＝ ＝ 23 O 132 　　■○拓1　　． 25 O 5 O＝
一131837 　　一2％1 5 5＝ ＝
■ ＝
60 O 89 　　．7％1　　， 17 1％＝　　一
131962 2％1 5 0 11 4％1 60 O 79 6％i 21 7＝
　　一31払1　　一








































































年度 小麦 ライ麦 大麦 オート麦 豆類s．d． S．d． S．d． s．d． s．d．
12866050 4212875043 382612883830 292012893726 331290 39 382012916768 494012926860 504012936350 464012948460 5115012957468 541296 58
ユ2977050 434612989060 7012997056 56130056 3413016050 5013026450 4613036036 4013045040 393013056114646510431306574036492813075942 585413086348374732130979 4940131080 525247
131ユ8246 443813146050 42281316128132 101178






































































































































































工28857．2140　ユ0 2．46128956　0126　91／22．26129050　2207　14 4．15129158　8213　5 3．65129256　0167　ユ2 3．00129357　822ユ　12 3．861294 63　11 205　6 3．22
129564　14 288　8 3，52
ユ29666　1288　15 4，37129760　8212　4 3．51129868　8214　2 3．13129967　21／261　9 3．89
130065　7205　6 3．14130169　1238　2 3．451302 59　ユ1 170　8 2．86
130361　9223　4 3．63130462　2166　15 2．69
ユ305 52　15 1211ユ1／22．30
130653　4101　31／21．90130745　0124　ユ31／2 2．77130859　10 179　2］／2 3．00
ユ30955　4188　14 3，42131062　0230　6 3．72131673　12 234　0 3．17



































































































































年度 収入 支出 収益£　s．d． £　S．dI £　s．d．
1286 1519　0 11　8　4切 410　7％
1287 34　8　8％ 810　5％ 2518　2％
128823　28拓 9　1　4 14　14％
1289 13　1　2 101810％2　23％
1290 51711％ 9　6　8％ ▲38　9％
1291 33　5　9 1010　6妬2215　2％
1292 3012　2 10　510 20　6　4
1293 19　5　6％ 12　4　4 7　12％
1294 3617　7弘10114％ 26　6　2％




1299 32　9　6 9　311 23　5　7
1300 2516　9 9　5　5％ 1611　3％
1301 281910％817　4 20　2　6％




1306 22　4　1 276　5％ ▲5　2　4拓
1307惟〕 28　5　5％ 〈26185妬〉〈170〉
ユ308 32　3　5％ 14　4　2妬 1719　2％
1309 46　4　5 2113　1 2411　4
13104819　5％221411地264　6％
131ユ 40　5　8 161510拓2399％1314 2515　7 13　9　0％ 12　6　6％
1316 7313　3％1913　9 5319　6％
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Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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ていた。1305～14年には1297－1304年よりも£
4以上多く支出されたが，そのほとんどはファ
ムルスに支給された大麦の購入費である蛆〕。そ
れまではオート麦が支給されていたが，播種面
積の削減によって収量が減少したため，オート
麦に代えて大麦が支給されるようになった。こ
れが1305年に大麦栽培が開始された背景である
が，収穫だけでは支給分を満たせず，年平均£
4．1s．5d．の大麦の購入が行われた。したがっ
て，この支出の増加分もオート麦を犠牲にした
小麦生産の拡大によって生じたものである。
　泥灰土と石灰の散布は1303年に初めて行わ
れ，以後11年まで続けられた。それゆえ，小麦
生産の本格的な拡大に先立って行われ，ピーク
に達する直前に中止されたことになる。泥灰土
や石灰は，言うまでもなく，石灰分が乏しい土
壊を改良するために散布されたもので，アップ
ランドのみならずマーシュランドにおいても，
また，小麦の播種地のみならずオート麦の播種
地においても散布された。作付けの拡大による
生産性の低下を恐れて石灰肥料が散布されたこ
とは明らかである。したがって，小麦生産の拡
大が散布費用の増加をもたらしたことになる。
農作業費の£1以上の増加も播種地の拡大にと
もなうものであり，それゆえ，1305～14年の支
出の増加分のほとんどは小麦生産の拡大にとも
なう，止むを得ざる出費であった。
　以上から明らかなように，1297－1304年に比
べて£10．5s．9d．も多く支出して小麦生産を
拡大したにもかかわらず，収入は£2．1s．3
d．しか増えず，収益は増えるどころか，£8．
4s．6d．も減少したことになる。すなわち，価
格と生産性の上昇をきっかけとして小麦生産を
拡大したものの，オート麦の収量が減少したた
めに収入はそれほど増えず，逆に，泥灰土や石
灰の散布費用，支給用の大麦の購入費などの出
費がかさみ，予想に反して収益が悪化してし
まった。この結果，小麦生産の拡大政策に修正
を加えざるをえなくなった。これが，1305年に
始まった積極経営がほぼ10年で断念された最も
大きな理由である。この点ではGreatChartと
ほぼ同じであった’帥。
　以上，小麦生産の拡大がなぜ短期的な現象に
終わったかを収益性の面から説明したことにな
るが，景後に，1316－24年の穀物生産に簡単に
触れておきたい。
　商品作物としては小麦のほうがオート麦より
すぐれていた。このため，軌道修正を余儀なく
された16年以降においても，マナーの小麦生産
に対する意欲は衰えず，その作付面積はわずか
しか縮小されなかった。大麦栽培の中止，ライ
麦畑の削滅によってオート麦の播種面積を回復
すると同時に，泥灰土や石灰を散布する代わり
に豆類の作付けを増やした。その結呆，総播種
面積は最高の水準に達した（表2－1，表2－
2参照）。これが1316－24年の軌道修正の内容
である。石灰肥料の散布が行われなくなったに
もかかわらず小麦の削減が小規模にとどまった
のは，散布期間中の生産性が最も高い水準に
あったためであろう　（表5－1参照）。泥灰土
を散布したにもかかわらず生産性が低下し，小
麦の生産を大幅に縮小せざるをえなかった
GreatChartと大きく異なる点である。
　1316－24年の収入，支出，収益の平均はそれ
ぞれ，£43．8s．7d．，£16，16s．3d、，£26．
12s．4d．で，1305－14年に比べて収入と収益が
それぞれ，£9．11s．7d．，£13．10s．4d．増え，
支出が£3．18s，9d．減少した（表6－2参照）。
それゆえ，収支内容が著しく改善されたことに
なるが，これはすべて16－18年の異常な高価格
による高収入がもたらしたものである（表4，
表6－1参照）。この3年を除いた19－24年の
みでみると，収入，支出，収益の平均はそれぞ
れ，　£25．7s．　8d、，　£9．18s．　1d．，　£　15，　9s．
7d、となり，いずれも穀物生産が最も低い水
準にあった1286－94年とほぼ同程度の数値にな
る。収入と収益の低下は穀物価格の低落によっ
てもたらされたものであるが加〕，穀物生産が最
も高い水準にあり，しかも小麦とオート麦の生
産性がとくに低かったわけではない1319～24年
の収支内容が，生産水準の最も低い1286－94年
と同程度であったということは，このマナーの
Ebonyマナーの穀物生産について(1286～1324年)
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穀物生産の将来が決して明るくないことを暗示
するものである。
M　結　　語
　以上が，1286年から1324年のおよそ40年問に
わたってEbonyマナーで展開された穀物生産
の分析である。これまでの論点を要約すれば，
以下の諸点になる。
　①小麦生産の拡大期にはオート麦生産は縮小
し，小麦生産が低調な時期にはオート麦生産は
活発であった。このことは，Eb㎝yマナーでは
小麦とオート麦の同時的な生産の拡大が不可能
であったことを示している。
　②1305～14年にはオート麦の播種面積を削減
して小麦生産が急激に拡大されたが，小麦の播
種地はほぼインフィールドに限定されており，
アウトフィールドでは例外的にしか栽培されな
かった。
　③小麦生産の急激な拡大は，1295～1304年の
小麦価格の上昇と生産性の向上を背景として行
われたものであり，修道院の穀物需要とは無関
係であった。
　④土壌が劣悪であったため，生産の拡大時に
は泥灰土と石灰の散布が行われた。小麦がイン
フィールドに限定して栽培されたこともあり，
石灰肥料の散布効果は大きく，播種地の著しい
拡大にもかかわらず生産性は上昇した。
　⑤小麦生産を大幅に拡大したにもかかわら
ず，支出の増加に見合う収入の増加を実現でき
ず，収益はかえって悪化し，考察期問を通じて
最も低い水準にあった。
　⑥収益を悪化させた要因として，収入面では
増加した小麦の売却収入のかなりがオート麦の
減少分で相殺されたこと，支出面では泥灰土や
石灰の散布費用，支給用の大麦の購入費などが
大きく増えたことがあげられる。
　⑦収益性の悪化こそが1305年に始まる小麦生
産の拡大をほぼ10年問で終わらせ，16年以降の
小麦生産の縮小を引き起こした原因である。石
灰肥料の散布によって生産性が上昇したため，
1316～24年の縮小規模はわずかなものにとど
まった。
⑧収益額が最も多かったのは131ト24年であ
るが，一異常な高価格の年度を除いた19－24年の
みでみると，その額は1295～1304年よりかなり
少なくなる。それゆえ，小麦生産が最も低調で
あった時期の収益が実質的には最も多くなる。
　以上のように，カンタベリ修道院の1マナー
であるEbonyでは，小麦の価格上昇と生産性
の向上を契機として，14世紀初頭に小麦生産を
著しく拡大したものの，支出の増加に見合う収
入の増加を実現できず，収益の悪化を招いて小
麦生産の縮小を余儀なくされた。拡大の動機や
小麦の播種状況，生産性など種々の点で異なる
ものの，Great　Chartでも収益の悪化が小麦生
産縮小の原因になっていたから，カンタベリ修
道院に属する二つのマナーでほぽ同じ時期に同
じ理由で小麦生産が縮小したことになる。収益
の低下を理由とする穀物生産の縮少がこの修道
院 他のマナーにおいてもみられるかどうか，
さらには，他の所領についてはどうか，これを
検討することが筆者の今後の課題である。また，
EbonyにおいてもGreatChartにおいても，ノ』・
麦生産あるいは穀物生産が不活発な時期のほう
が活発な時期よりも収益内容が良好であった。
このような矛盾に満ちた結果が何を意味するの
か，これを明らかにすることも筆者の今後の課
題である。
1）
2）
3）
　　　　　　　　注
　「ユ3・14世紀のGreat　Chartマナーにおける直営
地耕作について」（『阪南論集』社会科学編　第27
巻第1号，1991年）。以下においては，拙稿「Great
Chartマナー」と略称する。
　史料はCanterbury　Cathedral　Arch1ves　andLib－
raryが所蔵するもので，筆者が利用したのはそこ
から入手したマイクロ・フィルムである。
この修道院の会計年度はミカエルマス（9月29日）
から翌年のミカエルマスの前日までの1年であり，
暦年では2ヵ隼にまたがる。例えばエドワードI
世の治世第14年（1286年）の荘役会計報告書は，
1285年の9月29日から1286年の9月28日までの1
年問のマナーの経済諸活動を記録したものである。
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　それゆえ，会計報告書にもとづいて年代を示す場
　合，正確には1286会計年度として暦年と区別する
　必要があるが，表記の便宜上，本稿ではこれを単
　　に「1286年」とした。したがって，1286年は，若
　干の例外を除き，原則として1286会計年度を表わ
　す。
4）　　Ann　Smith，’A　geographic副1study　of　agricu肚ure
　on　the　Kentish　manors　of　Canterbury　Cathedral
　Priory1272－13791｛unpublished　M．A．thesis，Liver－
　poo1　Univ．，1961〕p．48；R－A．L．Smith，　C血〃θrb刎η
　　C〃伽伽α’P㎞αワ：λ　∫サ伽ψ伽〃o㎜sκcλd伽伽｛8〃皿・
　　炊㎜，Cambridge　Univ．Pr．，1943，p．173．
5）　　R．A．L．Smith，ψc砿．p．166．
6）　1286－1324年の34年間の支出総額は£212．10s．
　　11d．であり，毎年£6．5s．支出されたことになる。
　　最も少なかった1296年にはわずか9s．1d．しか支
　　出されなかったのに対し，最も多かった1288年に
　　は£24．4s．5d．もの費用が必要であった。
7）　　Ann　Smith，ψc枇，p．27．
8）　　E．Mi”er　＆　J．Hatcber．　ル吃幽〃σ’　E〃4α伽d■R仇吻1
　　∫oo｛召妙α〃Eω伽㎜化Cんα閉g艀1086－1348，Longman．
　　ユ978，pp．93－4；拙稿「ユ4世紀前半のカンタベリー
　　司教座聖堂付属修道院領マナーにおける穀物輪作」
　　（『星陵台論集』第13巻第2号，1980年）
9）　耕地区分についてはA㎜Smithにしたがった。
　　Am　Smith．ψ漱，Figure　XLこの他にも固有名詞
　　のついていないものも含めて，いくつかの耕地が
　　存在する。そのほとんどはマーシュランドである
　　と考えられるが，耕地区分が判然としないため，
　　掲載しなかった。
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
18）
19）
20）
　Ann　Smithは，O．BotfeideやP．Donne，Vetus　For－
stalleなどをアウトフィールドに分類している。
d伽σ
　前掲拙稿「G．eat　Cha．tマナー」81－82頁。
　拙稿「13・14世紀におけるカンタベリ修道院と
ノリッチ修道院の穀物調達について」（『星陵台論
集』第17巻第1号，1984年）18－21頁。
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」86頁。
　R．A．L．Smith，ψc仇，pp．125－6．；J．Z．Titow，‘Evi－
dence　of　we副ther　in　the　account　rolls　oi　the　Bishop－
ric　of　Winchester1209－1350’（Ec㎝omic　History
Review，2nd　series．XII．1959－60〕pp．384｛7．
　Great　Chartでは，泥灰土の散布にもかかわらず，
生産性が著しく低下した。小麦がアウトフィール
ドで盛んに栽培されたためであろう。前掲拙稿
「Great　Chartマナー」81－3，90～1頁。
　地代を納付する農民がこのマナーには居住して
いなかったようであり，ファムルスが農作業に加
えて堤防工事なども行っていたようである。
R．A．L．Smith，ψc仇，p．173．
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」94頁。
　この間の支給用大麦の購入総額は£32．11s．5％d．
であり，年平均£4．2s．5d．支出されたことにな
る。
　前掲拙稿「Great　Chartマナー」92－4頁。
ユ9－24年の売却価格の平均は小麦が5s．1d．，オー
ト麦が3s．7d．で，価格が最も低い水準にあった
ユ286年一94年をも下回った。
（1994年5月30日受理）
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